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要　　旨

　新潟大学保健管理センターでは，平成18年度より，学生定期健康診断の際に，全学部の学生

と大学院生約13，000名を対象に，任意で「新潟大学メンタルヘルス検診」を実施している．

DSMの気分障害の診断基準に基づいて作成されたくメンタルヘルス検診票〉による一次検診

を実施した後，要精査者をメール通知で呼び出し，〈臨床面接〉による二次検診において

DSM－IV－TRに基づく診断を行っている．メンタルヘルス検診7年間の検診実態と精神保健活

動との連関をまとめ，その有用性を検証する．

　メンタルヘルス検診結果から，7年間の受検者数，有所見者数等を調査した．また，精神保健

相談の記録や，学務情報等を基に，検診導入7年前の平成11年度から導入7年後の平成24年

度までの精神保健相談の利用件数，自殺者等のデータを収集した．

　一次検診受検者数は，検診を開始した平成18年度には5，622名（42．9％）であったが，検診開

始7年後の平成24年度には9，992名（79．1％）に増加した．一次検診受検者のうち，二次検診の

臨床面接を経て精神疾患を認めた者は54～131名（1．0－2．3％）で推移した．平成24年度の

有所見者は103名であり，適応障害（5α5％），気分障害く31．1％），不安障害（5．8％）の順に多

かった，平成24年度の二次検診受検者は119名であり，事後措置の結果は要治療が303％，要

指i導が61．3％，問題なしが84％であった．検診導入以降，精神保健相談の利用件数は約2．1倍

に増加し，精神面の医療機関紹介件数は約1．8倍に増加した．検診導入以前の7年間の平均自殺

率（10万対）は，20歳代の全国平均とほぼ同率の18．4人であったが，平成18年度導入以降の7

年間では，20歳代の全国平均が23人に増加したのに対し，その62．5％の14．4人に低下した．

　新潟大学学生メンタルヘルス検診は導入後7年間で，学生の約8割が受検するまでに定着し，

精神疾患の早期発見・早期治療に有用であり，精神保健相談件数や精神医療機関紹介件数の増

加につながっていた，自殺率は検診導入以前の7年間に比べ，検診導入以降の7年間では低下

が見られた．今後の課題としては，二次検診受検率の上昇と統合失調症等の精神病圏の抽出の

検討などが考えられた．
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緒 言

　大学生のメンタルヘルス管理の撹場では従来

UPパUnivers悔Pぼs皿al晦虚v賠t晒）が多く矯
いられてきた1）．

　新潟大学保健管理センターでは，平成17年度の

ζ大学生における気分障審の実態調査Pを経て，平

成18年度より，学生定期健康診断の際に，癒学部の

学生と大学院生約13⑳0名を対象に，任意で気分障

害に焦点づけた「新潟大学メンタルヘルス検診］鋼

を実施している．DSMの気分障害の診断基準に基

づいて作成された掴己記入式質閥紙であるくメン

タルヘルス検診票〉による一挑検診を実施した後，

要精査煮をメール通知で呼び爆し，〈臨床面接〉

による二次検診においてDSMパV－TR　5）に基づ

く診断を行っている．気分障害に焦点づけた学生

メン潔ルヘルス検診7年閥の検診実態と精神保健

活動との連関をまとめ，その有用性を検証する．

対象と方法

‖．対象

　対象は新潟大学メンタルヘルス検診を受検した

平成18年度から平成24年度までの過去7年間の

学生である．

菖．新潟大学メンタルヘルス検診

R）新潟永学メンタルヘルス検診の流れ

　新潟大学メンタルヘルス検診は，学生定期健康

診断の際に任意で行い，うつ状態と躁状態を検讃

する精神保健面の検査である．～次検診では自己

記入式質問紙を学生定期健康診断の際に事前配布

して実施し，二次検診では一次検診で要精査とな

った学生をメール通知で呼び幽して悶診を行う．

その際にDSM診断を行うと圃時に，二次検診事

後措置として，要治療・要指導・闇題なしの三区

分の判定を行い，助諮指導はもちろんのこと，必

要がある書には医療機関への紹介や保健管理セン

ターでのフォローにつなげる．

2）鳶己記入式質閥紙の内容

　一渓検診で使用する新潟大学メンタルヘルス検

診票は，42項日からなる自己記入式質閤紙であ

る．竜の内容はIDDL　6）とMDQ　7）よって構成さ

れている．mDL（lnv雛tory　to　Di罐ロosis　D埠r枯一

論n，Li熱lme　ve諭碓IDDL；Zim願群m鍛eは1．，

田87）はDSM－IV－TR大うつ病性障害を診断す

るために必要な項目を含んだ質問紙であり，MDQ

（M◎od　Di＄ord眠Q毘s亘⑪n脇ire；H蛤ch鳳れぬ1・。

20◎ωはDSMパV－TR双極性障害を診断するため

に作成された質問紙である、記入蒲…年閥の有病率

をみるために，両尺度を一部改変して用いていが）．

図豆メンタルヘルス検診受検率の推移
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3．方法

　メンタルヘルス検診結果から，7年闘の受検者

数，有所見鴬数等を調査した．また，精神保健穣

談の認録や，学務情報等を基に，検診導入7年前

の平ぱ11年度から導入7年後の平成雄年度まで

の踏神保健構談の利醗件数，自殺者等のデータを

収集して比較，検討した．

結 果

X．検診7年間の実態

　～次検診受検者数は，検診を聞始した平成櫨

年度には5，622名（42U％）であったが，検診開

始7年後の平成雄年度には9，992名（79ユ％）

に増掴した（図の、一次検診受検者のうち，二次

検診の臨床爾接を経て精神疾患を認めた者は54

有所見率（％）
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図2　一次検診受検者に宙める有所銘者の綱合

図3　哀所見者の診断内謬纈顕年度）
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～撒名（1．⑪～2U％）で推移した（図2）。平

成24年度の有所見者は欝3名であり，適応障害

く50．5％），気分障講（3』」％），不安障害（5．8％）

の順に多かった（図3）．平成24年度の二次検診

受検者は119名であり，事後措置の結果は要治療

が3⑪．3％，要指導が613％，閥題なしが8．4％で

あった｛翻4），検診導入以降，精神保健棚談の利

用件数は約2ユ倍に増捌し（薗5），精神面の医療

機関紹介件数は約董U倍に増撫した（図劔．検診

導入以前の7年間の平均欝殺率（1⑪万対）は，2⑪

歳代の全趨平均とほぼ同率の董8．4入であったが，

平成18年度導入以降の7年欄では，2◎歳代の全

図4二次検診事後措置（H24年度）

蜷二次面接件数

糠相談件数

図5　精神保健相談利用件数（実人数）
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図商　精紳諭の雛療機総紹介件数
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図7　平均自殺率（』◎万対）の変化

畷平均が器人に増鑛したのに党寸し，モの62。5％

の14己入に低下した（図の，

2．事例

平成雛年度の二次検診受検青の事例を提示す

る（いずれも個人が特定されないよう事実に修正
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が加えてある）．

1）事例A

　1年女子：幼少時より両親は不仲で，父はDV．

であった，母はいつも傷だらけで，自身も体罰を

受けて育った，家庭環境の深刻さに耐えきれず，

高3の時にドアノブに紐をかけて自殺を図った

が，途中で紐が切れて未遂に終わった．二次検診

後，保健管理センターでフォローを続け，学業を

遂行している．

2）事例B

　3年男子：元来生真面目な性格であった．運動

部の主将に選ばれ，アルバイトもこなしながら頑

張っていた，二次検診時には思考制止が認められ，

希死念慮も出現していた．医療機関を紹介し，親

元での療養を勧めた．半年間の休学後，復学し，

卒業を目指している．

考 察

　新潟大学学生メンタルヘルス検診は導入後7年

間で，学生の約8割が受検するまでに定着し，精

神疾患の早期発見・早期治療に有用であった．ま

た精神保健相談件数や精神医療機関紹介件数の増

加にもつながっていた．自殺率は検診導入以前の

7年間に比べ，検診導入以降の7年間では低下が

見られた．さらに事例にみられるように，二次検

診での専門家による臨床的関与が奏功している可

能性が考えられた．気分障害は他の精神疾患に比

べて発症率が高く9）10），また提示した事例にみら

れるように自殺行動との関連性の強さが指摘され

ており11），気分障害に焦点づけて検診をデザイ

ンすることは検診の有用性を高めると考えられ

た．今後の課題としては，二次検診受検率が停滞

していることに対する呼び出し方法の工夫と共

に，統合失調症等の精神病圏や大学生に増加がみ

られる発達障害の抽出の検討などがあげられる．

結 論

　新潟大学学生メンタルヘルス検診は導入後7年

間で，学生の約8割が受検するまでに定着し，精

神疾患の早期発見・早期治療に有用であり，精神

保健相談件数や精神医療機関紹介件数の増加につ

ながっていた．自殺率は検診導入以前の7年間に

比べ，検診導入以降の7年間では低下が見られた，

気分障害は他の精神疾患に比べて発症率が高く，

また自殺行動との関連性の強さが指摘されてお

り，気分障害に焦点づけて検診をデザインするこ

とは検診の有用性を高めていた，
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